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1. はじめに 
1.1. このマニュアルについて 

このマニュアルは、日本整形外科学会の症例登録システムである「ＪＯＡＮＲ」に付随するバー

コードリーダー アプリケーションソフト（以下、アプリ）と、アプリを用いて読取った医療材料（以下、
製品）を症例登録する手順についてまとめたものです。 

マニュアルについてご質問・ご意見・ご要望がございましたら、JOANR お問い合わせフォーム 

(https://www.joanr.org/inquiry/form)までご連絡ください。 
 

 

1.2. バーコードリーダーアプリとは 
日本整形外科学会手術症例登録システム「JOANR」の入力補助ツールとして、製品のバーコ

ードをスマートフォンで読取るためのアプリケーションソフトです。 

 

なお、iOS は 3 世代(17、16、15)、Android は 4 世代(14、13、12、11)までをサポートしていま

す。 

 

 

1.3. バーコードリーダーアプリとJOANR での症例データの登録・編集に

ついて 
アプリでは手術で用いた製品のバーコードを読取り、バーコードデータを生成します。 

読取られたバーコードデータは症例フォルダに紐づけてサーバーにアップロードされます。 
バーコードデータはクラウド上に保存され、PC 端末からデータ編集や連携が可能となります。 

また、読取ったバーコードが商品検索の結果該当しなかった場合は、自動で管理者に通知され

ます。 
 

 

【システム概要】 
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1.4. メンバー権限の分類とID ・パスワードについて 
アプリ利用者はe-learning を修了したJOANR 参加医師とデータマネージャーに限定されます。

アプリではメンバー権限を「日整会会員」と「データマネージャー」の 2 区分としています。 

ユーザーが複数施設に所属している場合は、所属施設を切り替えることができます。 

 
日整会会員ユーザー、データマネージャーユーザーともにログインにはJOANR でのID/パスワ

ードを利用します。 
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2. バーコードリーダーアプリの使い方 
2.1. アプリのインストール 
2.1.1. iOS デバイス（iPhone）の場合 

2.1.1.1. 引き換えコードの入手 

JOANR   にログインして、以下の手順で引き換えコードを入手します。 
 

【引き換えコード入手の流れ】 

 

 

 

 

 

 

① 氏名をクリックします。 

 
② 「引き換えコード」をクリックします。 

③ 「引き換えコード」が表示されます。 
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2.1.1.2. App Store からのダウンロード 

端末上のApp Store アプリ を開き、以下の手順でApp Store からアプリのダウンロード

を行います。 
 

【App Store からのダウンロードの流れ】 

 

 

① 人型のアイコンをタップ

します。 

② [ギフトカードまたはコ

ードを使う]をタップしま

す。 
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2.1.2. Android デバイスの場合 
以下の手順でGoogle  Play からアプリのダウンロードを行います。 

1. 端末上のGoogle Play ストアアプリ を開きます。 

2. ［検索］タブを開きます。 

3. JOANR  バーコードリーダーアプリを検索します。 

4. 説明を読み、該当アプリであることをご確認ください。 

5. ［インストール］をタップします。 

6. アプリのダウンロードが行われ、インストールは完了です。 

⑤ アプリのダウンロード

が行われ、インストー

ルは完了です。 
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2.2. ログインとログアウト 
JOANR  と同一の日整会会員ID  とパスワードでログインしてください。 
ログイン画面下部で日整会会員ユーザーとデータマネージャーユーザーの切替を行えます。
該当するユーザーアカウントでログインしてください。 

 

アプリに一度ログインした後は、強制的なログアウト機能はございません。ログアウトはアプリ

の《設定》ページより行います。 
 

 

【ログイン手順】 

 

 
 

【ログアウト手順】 

 

② [ログアウト]をタップ

します。 

ユーザー種別の切替は 

こちらをタップ 

① ID  とパスワードを入力します。 

② ［ログイン］をタップします。 

① 《設定ページ》に

切り替えます。 
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2.3. 初回利用時のパスコード設定 
初回ログイン時のみパスコードの設定が必要となります。 

2 回目以降は設定したパスコードの入力でのログインとなります。 

パスコードの設定をタップし、任意の数字 4 文字を入力してください。確認の為、2 度入力を求

められます。画面が切り替われば完了です。 
 

 

【パスコードの設定の手順】 

 

 

① ［パスコードを設定］
をタップします。 

② 任意の数字 4 文字を入力します。確
認の為 2 度入力してください。 

③ 画面が切替われ
ば、完了です。 
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2.4. アプリの基本構成 
アプリはホーム画面であり、症例・バーコードデータ登録を行う《バーコードページ》と、ユーザー

情報の閲覧等を行う《設定ページ》の２つから成り立っています。 
 

《バーコードページ》  ・・・アプリのホーム画面です。ログインすると開くページです。 

新規症例フォルダ作成、施設の確認・変更を行います。 
《設定ページ》 ・・・ パスコードの変更やバージョン情報の確認が出来ます。 

ログアウトもこちらから行います。 
 

【画面構成】 

バーコードページ（ホーム画面） 

設定ページ 

ページの切替えは、

こちらで行います。 

パスコードの変更やバー

ジョン情報の確認が出来

ます。ログアウトもこちら

から行います。 

施設の確認と変更は 

［＞］から行います 

新規症例フォルダ作成
はこちらから行います 
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2.5. 所属施設の切り替え 
ユーザーが複数施設に所属している場合は、所属施設を切り替えることが出来ます。 

《バーコードページ》上部の［＞］をタップし、施設選択画面を開き施設変更を行います。 
 

 

【施設の切り替えの手順】 

 

 

 

 

2.6. データ登録の流れ 
バーコードの読取りを行うには、まず症例フォルダの作成を行います。症例フォルダ作成後、バ

ーコード読取り・登録を行います。 

バーコード読取り後も、症例情報の編集・修正は可能です。 
 

 
【データ登録の手順】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

次ページ以降で STEP1 からの操作手順をご説明いたします。 

② 《施設選択画面》が開

きます。施設の変更を

行うことが出来ます。 

STEP2 までを 

アプリで行います 

① ［＞］をタップしま

す。 
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2.7. 症例フォルダの作成 
［フォルダのアイコン］をタップし、《フォルダ新規作成ページ》を開き項目を入力します。 

 

➢ 施設 ・・・手術を行った施設を選択してください。作成したフォルダおよびフォルダ

内のデータは、選択した施設の全ユーザーから閲覧可能となります。 

➢ 手術日 ・・・手術を行った日にちを入力してください。 

➢ 加工ID ・・・各施設のルールに従って匿名化された加工 ID を登録してください。 

➢ 術者 ・・・ 術者を入力してください。 

➢ 部位（左右）  ・・・片側/両側（右）/両側（左）から手術を行った部位を選択して下さい。 

➢ 備考  ・・・その他共有すべき事項や伝達事項があればご記入下さい。 
 

【症例フォルダ作成の手順】 
 

 
 

 

 

① [フォルダのアイコン]

をタップします。 

③ 施設選択ページで施

設の選択をします。 

② フォルダ新規作成ページ

が開きます。施設入力の

為[＞]をタップします。 

バーコードページ 
（ホーム画面） フォルダ新規作成ページ 施設選択ページ 
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作成した症例フォル
ダはホーム画面に表
示されます。 

JOANR の調査票

に登録されると、画

面に表示されなくな

ります。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【症例フォルダ作成の注意事項】 

部位 

片側/両側（右）/両側（左）が選択できます。 

両側同時の場合はそれぞれのフォルダを作成して

下さい。 

加工ＩＤ 

JOANR 調査票と同じ加工ID を入力してください。 

カルテ番号などの個人情報は入力しないで下さい。 

備考 

患者名等の個人情報に該当する内容は絶対に入力

しないで下さい。 

手術日 

デフォルトは「本日」の日付けが設定されています。

タップし該当の日付けに切り替えてください。 

④ 症例項目入力後、[作

成]をタップします。 
⑤ フォルダ作成は完了

です。 

フォルダ新規作成ページ 
バーコードページ 

（ホーム画面） 
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2.8. バーコード読取りとバーコードデータ登録 
症例フォルダの作成後にバーコード読取りが可能となります。作成した症例フォルダの中から、

バーコードデータを登録する症例フォルダを開きます。 

［読取］をタップし《スキャン画面》が開いたら、赤枠の内側に納まるようバーコードを映します。 

 
読取りが成功すると確認画面が表示されますので、［確認］をタップして下さい。「バーコードを

登録しました」というメッセージが出れば登録は完了です。 

既に読取り済のバーコードを再度読み込もうとすると、エラーメッセージが表れます。 
 

【バーコード読取り・登録の流れ】 
 

 

 

 

 

スキャン画面 スキャン画面 症例フォルダ 

② [読 取 ]を タ ッ プ し ま

す。 

⑥ 全ての製品の読み取

りが完了し[✖]をタッ

プすると症例フォルダ

に戻ります。 

③ 赤枠の内側に納まる

ようにバーコードを映

します。 

⑤ [バーコードを登録しま

した]というメッセージ

が出ます。 

④ 確認画面が表示され

ます。[登録]をタップ

します 

① バーコードデータ登

録をする症例フォル

ダをタップします。 

症例フォルダ スキャン画面 
バーコードページ 

（ホーム画面） 
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【バーコード読取り時のエラーメッセージ】 

 

 

【バーコード読取り後の症例フォルダ】 

 

 

 

 

 

2.9. オフライン時の読取りについて 
手術室などインタ-ネットが繋がらない環境でも、症例フォルダ作成とバーコード読取り・登録は

可能です。 

作成されたフォルダと登録されたバーコードデータは、オンラインになったタイミングでサーバー

にアップロードされます。 

さらにバーコード読取りを行う時は 

［読取］をタップします。 

［＞］をタップすると登録した

バーコードの商品情報を確認

出来ます。 

［編集］をタップすると、症例編集が出来ます。 

既に登録済のバーコードを

再度読み込もうとすると、 

左記エラーメッセージが出ます。 
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3. JOANR での操作 
3.1. JOANR ダッシュボード画面について 

バーコードリーダーアプリの機能追加によりJOANR ダッシュボード画面に変更が生じておりま

す。利用者申請一覧の下位にバーコード一覧ボタンが追加されました。 

バーコード一覧ボタンについては、3.3  でご説明します。 
 

【JOANR  画面＿ダッシュボードの変更】 

 

 
 

3.2. 症例データへのバーコードデータ登録 
JOANR 症例登録画面の調査票入力において、使用した製品の有無を選択した後、［フォルダ

読込］をクリックすると製品情報が読込まれます。 
 

JOANR での症例登録に関する詳しい説明は、「JOANR 操作マニュアル」をご確認ください。 

 

 

【バーコードデータ登録の流れ】 
 

バーコード一覧ボタンが追加されました。 

 ① 調査票入力画面にて使用し
た製品の有無を選択した後、
［フォルダ読込］をクリックしま

す。 
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② 《フォルダ一覧》が開きま

すので、該当フォルダを
選択します。 
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バーコード一覧ボタンが追

加されました。 
③ 登録する製品を確認

し、［商品を登録］をクリ
ックします。 
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3.3. エラーメッセージについて 
バーコードデータ登録の際のエラーメッセージとその理由は以下のとおりです。 

 
【エラーメッセージ一覧】 

 
 

 

 

 

3.4. バーコード一覧画面について 
アプリで読み込んだバーコード情報はダッシュボードのバーコード一覧ボタンから確認すること

が出来ます。 

バーコードフォルダ一覧画面では、フォルダごとに症例の詳細確認や製品の閲覧・削除が可能
です。 

 

【バーコード一覧画面  ①症例フォルダの確認】 
 

① ［バーコード一覧］をクリックします。 
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※一覧に戻るボタンでバーコードフォルダ一覧に戻ります 
 

 

 

【バーコード一覧画面 ②製品情報の確認】 

 

 

※一覧に戻るボタンでバーコードフォルダ一覧に戻ります 

④ 登録する製品を確認し、
［商品を登録］をクリックし

製品情報の削除は 

［削除］ボタンで行います。 

 

② ［読取］をタップします。 

② ［詳細］をクリックします。 

③ アプリで登録した症例フォルダの情

報が確認できます。 

① ［一覧］をクリックします。 
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4. 補足 
4.1. 読取り可能なバーコードについて 

読取り可能なバーコードは、GS1-128  形式のバーコードとQR  コードバーコードです。 
海外商品等読取り対応していないものもございますので、商品の外装のバーコードを読取って
ください。 

パッケージの印刷等の原因により、上記の形式の外装のバーコードでも稀に読取れない場合

がございます。 
 

 
 

4.2. 用語解説 
【加工ID】 
加工ID は、各施設ごとのルールに基づき匿名化された、症例ごとに作成される値です。システ

ム上に保存され記載されていますが、閲覧できるのは登録施設のみです（日整会・関連学会事

務局からは閲覧できません）。各施設での症例見直しや登録修正などの場合に参照してくださ

い。 
 

【GS1-128】 

GS1-128 は、AI（GS1 アプリケーション識別子）に従って表したデータをCODE128 という国際規

格の一次元シンボルで表現したバーコードです。AI として、01 が商品識別子、17 が有効期限、 
10 がロット番号として定められており、読取ると、「(01)商品識別子(17)有効期限(10)ロット番号」

という形式で表されるデータを読取ることができます。 


